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 子育ては、親 に 第 一 義 的 責 任（ 最 も 重 要 な 責 任 ）が あ り ま す 。  

 し か し 、 親 が 子 育 て の す べ て を 担 う こ と は 難 し い こ と か ら 、

行 政 や 地 域 な ど 社 会 全 体 で 、親 が 子 育 て に 関 す る 責 任 を 果 た す

こ と が で き る よ う な 支 援 の 充 実 に 努 め ま す 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第３章 子育ての第一義的責任と施策の基本的視点 

 

（ １ ） 子 ど も の 養 育 や 健 全 育 成 に 関 す る 親 の 責 任  

 子 育 て 中 の 親 は 、 子 ど も を 養 育 し 、 健 全 に 育 成 す る 責 任 が あ り ま す 。

 こ の た め 行 動 計 画 で は 、 子 育 て 支 援 セ ン タ － 事 業 や 保 育 所 、 児 童 館

な ど の 地 域 に お け る 子 育 て 支 援 事 業 の 充 実 に よ っ て 、 子 育 て 中 の 親 が

自 ら の 責 任 に よ り 子 ど も の 養 育 や 健 全 な 育 成 を 果 た す こ と が で き る よ

う支援します。 

１１ ．．   

第第 一一 義義 的的

責責 任任   

 

（ ２ ） 子 ど も の 健 康 の 確 保 と 増 進 に 関 す る 親 の 責 任  

 子 育 て 中 の 親 は 、 子 ど も の 健 康 の 確 保 や 増 進 を 図 る 責 任 が あ り ま す 。

 こ の た め 行 動 計 画 で は 、 保 健 医 療 や 保 健 サ ー ビ ス な ど の 支 援 事 業 の

充 実 に よ っ て 、 子 育 て 中 の 親 が 自 ら の 責 任 に よ り 子 ど も の 健 康 の 確 保

や増進を果たすことができ るよう支援します。 

 

（ ３ ） 子 ど も の 心 身 の 健 や か な 成 長 に 資 す る 教 育 に 関 す る 親 の 責 任  

 子 育 て 中 の 親 は 、 子 ど も の 心 身 の 健 や か な 成 長 に 資 す る 教 育 を 図 る

責 任 が あ り ま す 。  

 こ の た め 行 動 計 画 で は 、 教 育 環 境 等 の 充 実 に よ っ て 、 子 育 て 中 の 親

が 自 ら の 責 任 に よ り 子 ど も の 心 身 の 健 や か な 成 長 に 資 す る 教 育 を 果 た

すことができるよう支援します。 

 

（ ４ ） 子 ど も が 安 心 し て 生 活 で き る 環 境 に 関 す る 親 の 責 任  

 子 育 て 中 の 親 は 、 子 ど も が 安 心 し て 生 活 で き る 環 境 を つ く る 責 任 が

あります。 

 こ の た め 行 動 計 画 で は 、 地 域 に お け る 生 活 環 境 の 充 実 に よ っ て 、 子

育 て 中 の 親 が 自 ら の 責 任 に よ り 子 ど も が 安 心 し て 生 活 で き る 環 境 を 作

れるよう支援します。 
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（ 5） 男 女 が 協 働 し て 子 育 て を 行 う こ と に 関 す る 親 の 責 任  

 子 育て中の親は、子育てを男女が 協働して行う責任があります。 

 こ の た め 行 動 計 画 で は 、 男 女 協 働 で 子 育 て し や す い 環 境 づ く り に よ

っ て 、 子 育 て 中 の 親 が 自 ら の 責 任 に よ り 男 女 協 働 で 子 育 て が で き る よ

う支援します。 

 

（ ６ ） 子 ど も の 安 全 の 確 保 に 関 す る 親 の 責 任  

 子育て中の親は、子どもの安全の 確保を図る責任があります。 

 こ の た め 行 動 計 画 で は 、 交 通 安 全 教 育 や 犯 罪 等 の 被 害 か ら 守 る た め

の 支 援 事 業 な ど の 充 実 に よ っ て 、 子 育 て 中 の 親 が 自 ら の 責 任 に よ り 子

どもの安全の確保を図れる ように支援します。 

 

（ ７ ）子 ど も へ の 虐 待 防 止 や 子 ど も の 権 利 を 守 る こ と に 関 す る 親 の 責 任

 子 育 て 中 の 親 は 、 子 ど も へ の 虐 待 防 止 や 子 ど も の 権 利 を 守 る 責 任 が

あります。 

 こ の た め 行 動 計 画 で は 、 啓 発 や 相 談 支 援 事 業 な ど の 充 実 に よ っ て 、

子 育 て 中 の 親 が 自 ら の 責 任 に よ り 子 ど も へ の 虐 待 を 防 止 す る と と も に

子どもの権利を守ることができるよ う に 支 援 し ま す 。  
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将 来 の 登 別 市 を 担 う 子 ど も を 育 成 し 、又 は 育 成 し よ う と す る

父 母 そ の 他 の 保 護 者 が 、 男 女 で 協 働 し て 子 育 て に つ い て の

第 一 義 的 責 任 を 担 い 、 子 育 て に つ い て の 喜 び が 実 感 さ れ 、

子 ど も が 健 や か で 健 全 に 育 成 で き る よ う 、 次 の 視 点 に 立 っ た

取り組みを推進します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ １ ） 子 ど も の 視 点  

 子 ど も の 権 利 は 子 ど も 自 身 で 擁 護 す る こ と が 難 し い こ と か ら 、 子 ど

も の 幸 せ を 第 一 に 考 え 、 子 ど も の 権 利 が 最 大 限 に 尊 重 さ れ る よ う 配 慮

し 、 子 ど も の 視 点 に 立 っ た 取 り 組 み を 進 め ま す 。  

２２ ．．   

施施 策策 のの 基基

本本 的的 視視 点点   

 

（ ２ ） 次 代 の 親 づ く り と い う 視 点  

 次 世 代 育 成 支 援 は 、 次 世 代 の 親 と な る 子 ど も が 、 豊 か な 人 間 性 を 形

成 し 、 自 立 し て 家 庭 を 持 つ こ と が で き る よ う 、 長 期 的 な 視 野 に 立 っ た

子 ど も の 健 全 育 成 の た め の 取 り 組 み を 進 め ま す 。  

 

（ ３ ） サ ー ビ ス 利 用 者 の 視 点  

 核 家 族 化 や 都 市 化 の 進 行 等 の 社 会 環 境 の 変 化 や 個 人 の 価 値 観 の 多 様

化 に 伴 い 、 子 育 て 家 庭 の 生 活 実 態 や 子 育 て 支 援 に 係 る 利 用 者 の ニ ー ズ

も多様化していることから、個別の ニ ー ズ に 柔 軟 に 対 応 で き る よ う に 、

利 用 者 の 視 点 に 立 っ た 取 り 組 み を 進 め ま す 。  

 

（ ４ ） 社 会 全 体 に よ る 支 援 の 視 点  

 次 世 代 育 成 支 援 は 、 父 母 そ の 他 の 保 護 者 が 子 育 て の 第 一 義 的 責 任 を

有 す る と い う 基 本 的 認 識 の 下 に 、 国 や 北 海 道 及 び 市 は も と よ り 、 職 場

や 地 域 社 会 を 含 め た 社 会 全 体 で 協 力 し て 取 り 組 む べ き 課 題 で あ る こ と

から、様々な担い手と協働して支援 を進めていきます。 

 

（ ５ ） す べ て の 子 ど も と 家 庭 へ の 支 援 の 視 点  

 次 世 代 育 成 支 援 は 、 子 育 て と 仕 事 の 両 立 支 援 の み な ら ず 、 子 育 て の

孤 立 化 等 の 問 題 を 踏 ま え 、 広 く 全 て の 子 ど も と 家 庭 へ の 支 援 と い う 視

点 に 立 っ た 取 り 組 み を 推 進 し ま す 。  
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（ ６ ） 地 域 に お け る 社 会 資 源 の 効 果 的 な 活 用 の 視 点  

 地 域 に お い て は 、 子 育 て に 関 す る 活 動 を 行 う 社 会 福 祉 協 議 会 、 子 ど

も 会 、 町 内 会 、 自 治 会 、 NPO、 子 育 て サ ー ク ル を 始 め と す る 様 々 な 地

域活動、主任児童委員、民生委員・ 児童委員等が活動しています。 

 さ ら に 、 高 齢 者 、 障 が い 者 等 に 対 す る サ ー ビ ス を 提 供 す る 民 間 事 業

者 等 も あ る ほ か 、 子 育 て 支 援 等 を 通 じ た 地 域 へ の 貢 献 を 希 望 す る 高 齢

者 も 多 く 、 加 え て 豊 か な 自 然 環 境 や 地 域 に 受 け 継 が れ る 獅 子 舞 等 の 伝

統 文 化 等 も あ る こ と か ら 、 こ う し た 様 々 な 地 域 の 社 会 資 源 を 十 分 か つ

効 果 的 に 活 用 し た 取 組 を 進 め ま す 。  

 ま た 、 相 談 機 能 を 踏 ま え た 保 育 所 の 活 用 や 、 児 童 館 、 公 民 館 、 学 校

施設等を始めとする各種の公共施設 の活用を図ります。 

 

（ ７ ） サ ー ビ ス の 質 の 視 点  

 利 用 者 が 適 切 で 良 質 な サ ー ビ ス を 安 心 し て 利 用 で き る 環 境 を 整 備 す

る た め に 、 サ ー ビ ス の 質 な ど を 評 価 し 向 上 さ せ て い く と い っ た 視 点 か

ら 、 人 材 の 育 成 を 図 る と と も に 、 情 報 の 公 開 や サ ー ビ ス 評 価 等 の 取 組

を進めます。 

 

（ ８ ） 地 域 特 性 の 視 点  

 地 域 に お け る 人 口 構 成 、 基 幹 産 業 や 社 会 資 源 の 状 況 等 は 様 々 で あ る

こ と か ら 、 次 世 代 育 成 支 援 に お い て は 、 地 域 の 特 性 を 踏 ま え て 主 体 的

な 取 り組みを進めて行きます。 




